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子どもも教職員も「協働的な学び」を 

登別市立幌別西小学校 教頭 立石 晃 

 
 右の写真は１１月８日（水）に２年生で算数科
の研究授業を行った様子です。数のまとまりを作
り、かけ算を活用して、簡単に求めることができ
ないかを考えていく授業でした。子ども達は真剣
に課題に取り組む様子が見られ、自分の考えを意
欲的に発言していました。その後、友達の考えに
触れ、より良い考えを更に出していくことができ
ていました。授業終了後は、子どもたちも満足し
た表情が見られました。その後、この授業を基に
して、本校教職員がより良い授業にしていくため

にはどうしたらよいか、小グループに分かれて検
討し、協議内容を交流しました。 
 さて、教育基本法第９条には、「法律に定める学
校の教員は、自己の崇高な使命を深く自覚し、絶
えず研究と修養に励み、その職責の遂行に努めな
ければならない。」とあります。子ども達の学びの
質をより高めるために、教員自身も学び続けるこ
とが求められています。以前の研究授業の学びは、
一つの授業を一人の教員が作り上げ、その授業の
成果と課題を出し合い、授業をした教員のスキル
アップを図るというスタイルでした。しかしなが

ら現在は、教員同士の対話を基に工夫・改善点を
出し合いながら、よりよい授業を構築していく形
に変化しています。 
 子ども達の学びも教職員の学びも以前より大き
く変わってきています。他の子の考えを取り入れ
たり、大人との対話から得たことを基にしたり、
様々な手段を使って集めた情報を用いたりして、
自分の考えをより高めていく学びに移行してきて
います。子ども達のより良い学びのために、教職員も日々研鑽を積んでいます。地域
や保護者の皆様との信頼関係を保ちつつ、子どもたちの学びの向上のために、お力を
借りる場面もあるかと思います。今後とも、本校教育活動にご理解とご協力をいただ
きますようお願いいたします。 

＜ 教育目標 ＞ 

心豊かで たくましく生きぬく  

実践力のある 人間の育成 
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 １日 (金) B 日課 邦楽鑑賞会(６年) 

定時退勤日 

４日 (月) 児童委員会 青少協挨拶運動 
認知症サポーター養成講座(６年) 

５日 (火) B日課 こぐま号 フッ化物洗口 

６日 (水) 鬼っ子算数教室⑩ 

７日 (木) 弁当日【２年４年 6-1】 

８日 (金) 弁当日【６-２】 

図書貸出最終日 

９日 (土) 土曜授業④(３h) 

全校一斉タブレット接続練習 

和太鼓鑑賞会(１・２年) 

１１日 (月) 図書返却週間(15 日) 

英検 ESG(６年)  

青少協パトロール 

１２日 (火) B 日課 フッ化物洗口 

１３日 (水) 清掃週間(～21 日) SC 来校 

弁当日(５-１) 

１４日 (木) 弁当日(５-２ 特支５年) 

１５日 (金) 定時退勤日 

１８日 (月) 冬休み図書貸し出し(～21 日) 

１９日 (火) こぐま号 フッ化物洗口 

２０日 (水) 弁当日(支援２～５年) 

２２日 (金) ２学期終業式  

午前授業(給食なし) 

２３日 (土) 冬季休業(～１月 15 日) 

２５日 (月) 学校徴収金口座振替設定日

(３学期分) 

 

※３学期始業式は 1/18（水）です。 

 

 

鬼っ子フォーラム 11 月１日（水）  
市内の小中高の代表児童生徒が市民会館に集

まり、「みんなが通いたくなる学校づくり」を
テーマに鬼っ子フォーラムを行いました。西小
からは、前期児童会会長の６年生大野晏歌さん
と前期児童会書記の６年生山本結衣さんが参加
し、宮城県白石市と神奈川県海老名市の児童生
徒との交流や代表の児童生徒によるトークセッ
ションを聞き、みんなか通いたくなる学校につ
いて改めて考える時間となりました。 
今年は「明日が楽しみになるための３箇条」

という「鬼っ子宣言」が提案されました。その
宣言の実現に向けて、幌別西小でも後期の活動
に取り組んでいきます。 

１１月１０日(金)の２～４時間目に、３年生が道
の環境生活部自然環境局野生動物対策課と胆振総合
振興局、そして北海道日本ハムファイターズの共同
企画による出前講座「フレップ君とともにエゾシカ
について学ぶ授業」が行われました。 
幌別西小学校の周りにもたくさんのエゾシカが見

られることから、「総合的な学習の時間」の地域に
ついて学ぶ時間を活用して計画された授業です。 
まず、エゾシカの生態や我々の生活への影響、そ

してエゾシカと今後どう向き合っていくかについ
て、スライドを使って説明を受け、子ども達もじっ
くりと考える場面がありました。 
その後、エゾシカの角を加工したストラップづく

りを行いました。フレップ君との触れ合いもあり、
子ども達は楽しみながらも集中して取り組むことが
できていました。 
この授業をきっかけにして、子ども達のエゾシカ

に対する見方考え方がさらに広がり深まっていくこ
とと思います。 

 

 

  
２年生の学習から 

フレップ君と学ぼう エゾシカ出前講座  

入 賞 者 の 紹 介  
～おめでとうございます～  

 

税に関する標語（６年） 
室蘭税務署長賞   

寺井 星南 

 

公益社団法人室蘭地方法人会長賞      

 

三浦 あい 

 

 
 


